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鉄道総研ニュース

　平成26年3月24日に「車輪とレールの損傷に関するチャ
ルマース工科大学とのワークショップ」を開催しました。
　チャルマース工科大学にはCHARMEC（CHAlmers 
Railway MEChanics）という鉄道力学に関する研究セン
ターがあり，レール材料，まくらぎ特性，ブレーキシステム，
車輪応力，地盤振動，騒音を研究対象としています。本ワー
クショップは，CHARMECの前ディレクターであるロ
ガー・ルンデン教授が平成26年3月17日から鉄道総研
に滞在されているのを機に開催したもので，CHARMEC，
茨城大学，東日本旅客鉄道株式会社（以下，JR東日本）か
ら研究者を招へいし，車輪とレールの損傷に関する研究に
ついての情報交換と議論を行い，研究および交流の深度化
を図りました。
　ワークショップは，鉄道総研 高井秀之 理事とチャル
マース工科大学 ロガー・ルンデン 教授の挨拶で始まり，
「基調講演」では，チャルマース工科大学 アンダーシュ・

エクベリ 教授，JR東日本研究開発センターテクニカルセ
ンター 横山淳 所長，茨城大学 道辻洋平 准教授から講演
がありました。引き続く「レールセッション」では3件（チャ
ルマース工科大学1件，JR東日本1件，鉄道総研2件），「車
輪の損傷，車輪／レールセッション」では3件（鉄道総研3
件）の講演がありました。
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　Material Research Society（MRS）は，有機材料から
無機材料，金属材料を含めた先端材料に関する国際的な学
会です。このMRSが主催する大会の中で，最も大きい大
会が年に2回開催される春季大会と秋季大会です。毎年，
春季大会がサンフランシスコ，秋季大会がボストンと，ど
ちらもアメリカで開催されます。
　今回，私が参加したのは，2013 12/1～6の1週間，
ボストンで開催された2013秋季大会です。国際的に非
常に大きな学会とあって，参加者が1万人以上，発表は
52のセッションに細かく分かれ，その件数は件名と発表
者の名前のみが記載されたプログラムが400ページに及
ぶという大規模なものでした。
　私は，ゴムやゲルの研究に関するセッションで，柔軟な
圧電材料である圧電ゴムについて，新たな作製方法や圧電
性能向上に向けた取り組みについて発表してきました。日

本の学会では，発表時間と質疑応答の時間が決められてい
るのに対して，本学会では，持ち時間が15分というだけで，
発表時間は自分で調整するというものでした。また，ポス
ターセッションの発表時間が20：00～23：00と遅いの
も日本の学会とは異なる点だと思います。全体の発表とし
ては，大学や研究機関の発表が多く，私のセッションでは，
ゴムやゲルの合成，構造解析など，その分野に関する先端
の研究発表と討議が活発に行われていました。
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